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論文内容の要旨

本論文は、新しい光・電子機能性高分子の開発を目的として行った側鎖に構造を制御したオリゴチオフェンを有す

る新規メタクリレート高分子の設計・合成、物性およびエレクトロクロミック材料への応用に関する研究結果をまと

めたものであり、序論、本論四章、および総括から構成されている。

序論では、本研究の背景、目的および、意義について述べている D

第一章では、成膜性に優れる新規光・電子機能性高分子の開発を目的として、側鎖に構造を制御したオリゴチオフェ

ンを有する新規メタクリレート高分子を相当する新規メタクリレートモノマーのラジカル重合により合成し、それら

のキャラクタリゼーションを行っている。

第二章では、合成した新規高分子の電気化学的酸化により得られる化学種のキャラクタリゼーションおよび側鎖オ

リゴチオフェンの共役鎖長と電気化学的特性との相関を検討している。その結果、側鎖オリゴチオフェンの共役鎖長

が長くなるにしたがい、ラジカルカチオンダイマーが形成されやすくなることを明らかにしている。また、電気化学

的酸化を行った高分子膜の構造を明らかにしている D

第三章では、合成した新規高分子のエレクトロクロミック材料への応用を検討している o その結果、これらの高分

子が、電気化学的酸化、還元により可逆で鮮明な色彩変化を示すとともに側鎖オリゴチオフェンの共役鎖長により異

なった色調を与える新規な一群のエレクトロクロミック材料となることを見いだしている。

第四章では、エレクトロクロミック特性、とくに色彩変化の応答時間の向上を目的として、側鎖にターチオフェン

とオリゴエチレンオキシドを有する新規メタクリレート共重合体を設計・合成し、これらのエレクトロクロミック特

性を検討しているo その結果、イオン輸送性の高い官能基を共重合法により導入することがエレクトロクロミック特

性向上の手法として有効であることをはじめて示しているo

総括では、得られた知見をまとめ、非共役系高分子の光・電子機能性高分子としての有用性を述べている。

論文審査の結果の要旨

直鎖状 π共役系高分子は、光・電子機能性高分子として、さまざまなデバイスへの応用に期待がもたれ、活発な研

-709-



究がなされている。しかし、一般に成形加工性に之しく、分子量分散を有している。したがって、これらを克服する

新しい光・電子機能性高分子の開発が求められているo

本論文は、新しい光・電子機能性高分子の開発を目的として行った側鎖に構造を制御したオリゴチオフェンを有す

る新規メタクリレート高分子の設計・合成、物性および‘エレクトロクロミック材料への応用に関する研究結果をまと

めたものであり、その主な成果を要約すると以下のとおりである o

(1) 新しい光・電子機能性高分子の開発を目的として、側鎖に構造を制御したオリゴチオフェンを有する新規メタク

リレート高分子を設計・合成し、側鎖オリゴチオフェンの共役鎖長と特性との相関を明らかにしている o

(2) 合成した新規高分子が、電気化学的酸化、還元を行うことにより可逆で鮮明な色彩変化を示すとともに、側鎖オ

リゴチオフェンの共役鎖長を制御することにより異なった色調を与える新規な一群のエレクトロクロミック材料と

なることを見いだしている。

(3) エレクトロクロミック特性、とくに色彩変化の応答時間の向上を目的として、側鎖にターチオフェンとオリゴエ

チレンオキシドを有する新規メタクリレート共重合体を設計・合成し、これらのエレクトロクロミック特性を検討

している o その結果、イオン輸送性の高い官能基を共重合法により導入することがエレクトロクロミック特性向上

の手法として有効であることをはじめて示している。

(4) 本研究を通して、エレクトロクロミック材料設計に対する新しいコンセプトー構造を制御した π共役系オリゴマ一一

とエレクトロクロミック応答特性向上の新しい手法-共重合法ーを提示しているo

以上のように、本論文は、側鎖に構造を制御したオリゴチオフェンを有する新しい光・電子機能性高分子の開発な

らびに側鎖オリゴチオフェンの共役鎖長と特性との相関およびエレクトロクロミック材料への応用に関して成果を挙

げており、有機材桝化学・高分子化学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるも

のと認める。
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